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３ 平成 20 年度の主な取組と成果 
 
平成 20年度の教育委員会の主な取組と成果として，次のことがあげられます。 

 

① 中高一貫校（市立高志中等教育学校）の開校準備 

全国で初めての市立の中高一貫校の開校に向けて，教育課程の編成や入学

者選抜などの準備を行った。選考検査で 408 人，3.4 倍の出願があり，平成

21 年４月に市立高志中等教育学校を開校し，120 名が入学した。 

 

② 任免権を活かした教職員の採用，登用 

優秀で多様な能力をもった教職員を確保・育成していくために，政令市教

育委員会として市立小・中学校及び幼稚園の教員の採用，管理職の登用に関

する選考検査を実施し，教員を 57 名採用し，管理職を 49 名登用した。 

選考検査の第２次検査（面接）においては，一層の公正を期するために民

間の面接官を導入するとともに，事務局作成の最終合格者案を教育委員が点

検し，適正な結果となっているかを確認した。 

 

③ 地域と学校パートナーシップ事業の拡大 

学・社・民の融合による教育を推進する取組として，学校に地域教育コー

ディネーターを配置し，学校を中心とした地域コミュニティや地域の教育力

の醸成を図る「地域と学校パートナーシップ事業」を８校から 40 校に拡大し

て実施した。事業に伴う学校支援ボランティアの活動機会は延べ 4,241 回，

25,977 人となった。 

 

④ オンリーワンスクールへの支援 

オンリーワンスクールの支援として，11 校のモデル校における各学校の特

色と創意ある教育活動の取組を推進し，教育フォーラムで小・中学校，市民

にＰＲした。 

 

⑤ マイスター養成塾等スキルアップ研修の充実 

総合教育センターでは，市民に信頼される教職員の育成を目指し，双方向

型研修及び教職員のライフステージや教育課題に応じた研修支援の充実を推

進した。 

特に，「マイスター養成塾」では，平成 20 年度までの修了者が 32 名となり，

そのうちマイスター認定者が 13 名となった。修了者全員が高い授業力を保有

する実績をあげ，新潟市の教員全体の教師力向上に大きく寄与した。 




















